




〔目的〕 

 若年性関節リウマチ(JRA)は小児膠原病のうちで最も多い。患児の多くは学齢期を闘病生

活で過すが,適切な管理の下で登校させ,普通学級で勉学することは患児のためにもリハビ

リテーションや疾病の経過予後という点からみて理想的である。昭和 56年度に調査した長

期欠席者の欠席理由をみても学校における種々の環境因子の改善で通学可能となり,経過

予後に却ってメリットとなる症例が多いことが明らかになった。しかも,訪問学級が極めて

貧弱である現在では患児の履習について真剣に考えるべきである。本研究は JRA患児の予

後の実態をとらえ,学校における管理指導に役立つような管理指導表を作成し,これを実地

臨床に応用して患児の学校生活管理に資するを目的とした。 


